
はやま住民福祉センターだより

社会福祉法人 葉山町社会福祉協議会

今月のテーマ

◆ 町内の活動紹介 ～ほりうち地域交流会～

11月号

2023

発行：社会福祉法人 葉山町社会福祉協議会 住所：葉山町堀内２２２０ 電話：046-875-9889 Mail：shakyo@hayamashakyo.com

「葉山町総合防災訓練 防災フェア」に出展しました

「大切な人と未来を守るため 今、私にできること」をテーマに、来場者が災害に備えて何ができるかを学べる『葉山町総
合防災訓練 防災フェア』が10月14日（土）に葉山小学校で開催されました。第１部「防災フェア」・第２部「宿泊体験訓練」の
２部構成で、関係機関を含めて総勢約650人と当初予定を超えた多くの町民の方々が来場されました。

不登校・ひきこもりの家族会 葉山ゆずり葉の会

それぞれの経験や想いを語り合い、不登校・ひきこもりの”
今”と”その先” を一緒に考えませんか？
〇日時：11/30（木）、12月はお休み

10：00～11：30 不登校の子の家族
13：30～15：00 ひきこもりの子の家族

〇会場：葉山町福祉文化会館 2階第2集会室
※ZOOM参加も可 （和室ですがイスあり）

ゆずり葉の会 https://yuzuriha.jimdosite.com/
  zushi.yuzurihanokai@gmail.com

葉山町文化祭 【秋の文化祭 】

葉山町文化協会に所属する15の団体による文化祭が開催さ
れます。文化の秋を楽しむために出掛けてみませんか♪
〇期間：11/2（木）～11/13（月）
〇会場・内容：福祉文化会館ホール（葉山わいわいフェスタ、
葉山中＆南郷中吹奏楽部演奏、文化協会所属団体各種
発表、三曲、ハンドベル、ギター、カラオケ、フラダンス、呈
茶、合唱／一部ホワイエ）、福祉文化会館大会議室（草津
町作品展＆葉山の子ども達の作品展）、図書館ホール（
美術展、水墨画・手工芸展）
〇主催：葉山町文化協会、葉山町教育委員会

  後援：葉山町 スケジュールなどくわしくはこちら→

堀内地区で子どもから高齢者までの多世代を対象とした「地域交流会」が開催されます。この交流会では、堀内で活動す
る担い手同士の交流や、地域への活動のPRを目的に、日頃の地域活動の場「みんなの畑」で穫れたさつまいもの収穫祭
（焼き芋）や、ランチ・カフェなどの食事、医師による特別講話、演奏会等が行われます。堀内の方が主な対象ですが、興味
があれば堀内以外の方も参加可能です。出入り自由なので、お散歩のついでにお気軽に寄ってみてはいかがでしょうか。
日 時：11月29日（水）10：00～16：00（雨天・庭活動中止）
会 場：SEE THE SUN（葉山町堀内810-2）

※亀井戸橋の脇道奥、駐車場なし
内 容：〇「かどくら先生の耳よりな健康講話」／先着25名

要事前申し込み（無料）
〇やきいも（無料） 焼き上がり予定時間11：00／14：30
〇おにぎり・豚汁セット（500円） 事前予約可／イル
〇Coffee/Tea＆Sweets（100～300円） など
※詳細の内容・スケジュールは右記

企画・推進・運営：堀内互近助プラットフォーム、連携団体コラボ
活動（みんなの貯筋実行委員会、堀内たすけ愛隊、
イル／プレーリヤカー、HAYAMA居場所プロジェクト 他）

申込み：上記各団体
または社協生活支援コーディネーター堀内担当

＜タイムスケジュール＞
10：00～ みんなの貯筋（健康ヨガ）
11：00～ 森のみみずく合唱団×ウクレレ演奏
11：45～ ランチ・試食フリータイム
12：30～ 活動PRタイム
13：00～ かどくら先生の耳よりな健康講話
14：00～ 試食フリータイム
16：00～ 片付け

葉山町社会福祉協議会は第１部「防災フェア」の展示ブース内で、葉山災害
ボランティアネットワーク（以下、HSVN）とはやま防災ネットワークと合同でそ
れぞれの団体紹介と、大規模な被災時にHSVNと協働して開設する「災害ボラ
ンティアセンター」（以下、災害VC）の役割などに関するチラシの配布、動画の

上映、災害時に活躍する資機材の展示と紹介などを行いました。また、被災
地支援活動として赴いた静岡市葵区や茂原市での支援活動の様子を載せた
パネルの展示も行い、大人から子どもまで多くの来場者に見ていただくことが
できました。来場者からは「災害VCの名前は知っているが、何をしているのか
よくわかっていなかった」などの感想をいただきました。
昨今は台風被害などにより、テレビ等で災害VCの名前を聞く機会が増えて
います。被災時に備えて災害VCの役割や日頃の防災・減災活動などを町民

の皆さんに知っていただくことは、安心して暮らせる葉山の未来を守るために
もとても重要なことです。今後も継続的に町民の一人ひとりが防災意識を持
ち、自身でできることを模索し実践していただけると嬉しいです。
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